
【調
査
観
告
】

小
松
島
市
回
野
町
　
天
工
社
の

「雅
児
二
番
受
」

―
伝
承
の
危
機
と
そ
の
対
応
を
め
ぐ

っ
て

一　
は
じ
め
に

本
稿
で
は
　
毎
年

一
〇
月
ニ
ニ
　
〓
三
日
に
徳
島
県
小
松
島
市
口
野
町
の
天
三
社
例

奈
で
毒
納
さ
れ
る
民
俗
芸
能

「稚
児
二
番
費
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
　
伝
承

が
中
断
し
か
ね
な
い
危
機
的
状
況
の
中
　
地
域
社
会
が
ど
の
よ
う
な
形
で
稚
児
二
番
望

を
支
え
て
き
た
の
か
を
横
証
し
た
い

調
査
は
天
三
社
雄
児
〓
書
空
保
存
会
め
関
係
者

へ
の
開
き
取
り
を
中
心
と
し
　
平
成

一
口
年
九
月
二
日
日
に
は
稚
児
二
番
空
の
操
習
の
参
与
撤
察
　
一
０
月
二
二
　
二
三
日

に
は
天
工
社
例
第
に
お
け
る
稚
児
二
番
望
の
姿
与
観
察
を
行
っ
た

一
一　
認
査
地
の
板
襲

天
三
社
が
あ
る
徳
鳥
県
小
松
崩
市
口
野
町
は
小
松
品
市
の
高
部
に
位
置
し
　
西
は
徳

島
市
飯
谷
町
　
北
は
小
松
島
市
を
生
町
　
南
東
は
同
市
立
江
町
に
接
し
て
い
る
　
小
松

品
の
市
街
地
か
ら
は
ほ
ど
遺
い
山
問
の
農
村
地
域
で
あ
る
か
　
近
年
は
ベ
ン
ド
タ
ウ
ン

化
が
進
み
　
水
口
地
城
に
は
住
宅
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

［徳
島
新
聞
社
調
査
事
業

局
　
一
九
人

一　
四
〇
０
～
四
０

一
〕

神
社
の
北
の
中
須
集
藩
に
は
芝
田
小
学
校
　
現

ノ
韓
条
落
に
は
芝
田
幼
稚
国
　
芝
口
老
人
憩
い
の
家
が
あ
る

白角
川
日
本
地
各
大
事
典

編
祭
委
巨
会
　
一
九
人
六
　
四
五
一
］

稚
児
二
番
望
を
伝
承
す
る
天
三
社

（ＩＨ
村
社
）
は
日
野
町
鳥
層
本
に
醸
座
し
　
祭
神

は
慕
曳
哺
命
　
大
Ｅ
貴
命
　
梅
口
妊
命
で
あ
る
　
理
武
天
皇
の
時
代

（七
二
四
年
頃
）

悪
疫
が
全
国
に
蔓
延
し
、
そ
れ
を
収
め
る
た
め
天
皇
が
講
国
に

一
国
一
社
を
建
立
し
民

の
平
癒
を
折
願
し
た
が
　
天
三
社
は
そ
の
う
ち
の
一
社
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

近
世
期
に
は
阿
渡
講
主
蝶
須
賀
公
の
信
仰
が
厚
く
　
そ
の
御
印
と
し
て
社
殿
お
よ
び
午

岳
線
に
は
嫌
須
質
索
の
紙
車

（卍
）
が
印
さ
れ
て
い
る
。
な
お
　
謡
攻
期
に
は
味
須
賀

公
か
ら
社
碩
と
し
て
一
三
石
余
の
寄
進
が
あ
っ
た

［小
松
自
市
史
海
察
委
員
会
　
一
九

七
七
〕
〔天
工
社
稚
児
二
番
隻
保
存
会
　
，
九
九
二
］

岩

澤

晋

也
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現
在
の
神
社
の
主
な
年
“
行
事
に
は
　
粥
試
祭

（
一
月

一
五
日
）

祈
年
奈

（口
「
不

定
日
）

買
第

（旧
六
月
上
こ
の
日
）

例
第

（
一
０
月
二
〓
　
Ｌ
三
日
）
が
あ
る

〔
阿

島
隆
夫
　
一
九
九
七
　
五
三
的
が
　
新
児
二
番
豊
は
馬
午
例
第
で
奪
納
さ
れ
る

境
内
に
は
本
殿
　
拝
殿
　
幣
殿
　
神
鳥
舎
　
社
務
所
の
は
か
　
三
科
費
を
毒
納
す
る

た
力
の
舞
台
が
設
け
ら
れ
て
い
る
　
舞
台
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
も
の
を
　
昭
和
五

０
年
に
束
工
谷
地
区
の
有
志
が
改
築
し
た
も
の
で
あ
る

［揚
浅
　
一
九
七
六
　
四
二
］

天
工
社
の
氏
子
は
　
口
野
町
全
”
の
二
口
三
声
で
あ
る
　
氏
子
に
城
は
家
工
谷
　
白

秒
　
口
野
１１，
西
　
日
野
町
東
　
勢
合
の
五
地
区
に
分
け
ら
れ
る
か
　
勢
合
は
用
野
町
東

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
し
　
実
際
ｌｉ
四
地
区
Ｌ
な
つ
て
い
る
　
口
野
町
西
は
最
も
規

模
が
大
き
く
氏
十
数
も
多
い
　
稚
児
三
番
空
を
は
じ
め
　
ダ
ン
ジ
リ
巡
行
や
神
輿
渡
伸

な
ど
の
例
容
の
話
行
事
は
　
こ
れ
ら
の
氏
子
地
域
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
成
り
立

つ
て
い
る
。

と
お
稚
児
三
香
壇
は
　
以
前
は
氏
子
に
販
の
う
ち
末
〓
谷
地
区
の
氏
子
の
み
が
関
わ

つ
て
い
た
が
　
昭
和
六
０
年
頃
よ
り
路
子
ｆ
ャ
に
関
し
て
は
氏
辛
区
戦
合
域
か
ら
迎
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
つ
た

≡
一　
天
三
社
の
稚
児
三
番
宴

束
〓
社
の
稚
児
二
番
里
は
　
室
呼
時
代
末
期
よ
り
呪
術
的
狂
言
と
し
て
伝
承
さ
れ
て

き
た

「式
三
書
空
」
の
孫
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
　
そ
の
拝
は
調
山

「令
」
を
原
型

と
し
た
も
の
で
　
当
初
よ
り
汚
れ
の
な
い
幼
況
に
よ
つ
て
演
じ
ら
れ
る
第
と
し
て
伝
承

さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る

［
天
三
社
稚
児
三
活
蔓
保
存
会
　
一
九
九
二
　
↓
～
二
〕

い
わ

ゆ
る
木
偶
人
形
を
用
い
る
の
で
は
な
く
　
稚
児
が
演
じ
ち
二
番
望
の
本
神
は
　
企
目
的

に
見
て
ヽ
珍
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
≡
≡

現
在
　
稚
児
三
青
里
お
天
工
社
例
祭

（秋
祭
り
）
の
行
事
の

一
つ
と
し
て
　
毎
年

一

０
月
二
ｉ
日

（付
官
）

一
九
時
と
　
一
〓
一口

（ホ
第
一　
一
三
時
の
計
ニ
ロ
　
境
内
拝
殿

前
の
舛
治
で
手
納
さ
れ
て
い
る
　
戦
前
は
末
工
社
の
例
徐

（当
時
は
七
月
二
六
Ｈ
）
の

陳
に
ま
す
神
前
の
坤
や
で
賄
み
　
翌
日
か
ら
村
内
の
小
社
を
順
に
陛
ん
で
日
り
　
最
後

に
小
松
昂
市
金
寝
の
チ
財
末
で

「略
み
切
り
」
と
す
る
の
か
慣
例
で
あ
っ
た
　
後
に
天

工
社
の
奈
札
日
は
九
Л

一
０
月
に
変
更
さ
れ
　
小
社
で
二
番
ｑ
を
踏
む
の
は
翌

一
一
Ｆ

と
な
っ
た

［小
松
局
市
史
編
栄
委
員
会
　
一
九
七
ｔ
　
四
人
六
］

奈
礼
日
が

一
０
月
二

三
　
二
三
日
と
な

っ
た
の
は
昭
和
口
五
年
頃
の
こ
と
で
　
そ
れ
以
降
は
境
内
の
み
で
維

児
工
番
支
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

稚
児
二
番
空
の
構
成
は
　
一
番
受
　
〓
器
受
　
三
番
望
各

一
名

（計
三
名
一
の

「略

子
」

シ
テ

一
４
　
小
議
こ
４
　
大
鉄
〓
名
　
始
子
木

一
名
　
両
籍
持

一
名
か
ら
な
つ
て

い
る
　
一
番
里
は
柿
を
表
す
舞

（千
歳
の
舞
）

二
番
受
は
神
と
庶
民
と
を
取
り
持
つ
郷

〈験
の
舞
）

二
番
空
は
庶
民
を
表
す
採

（採
の
段
　
鈴
の
段
）
を
演
じ
る

［
天
工
社
椎

児
二
番
望
保
存
会
　
一
九
七
八
］
［小
松
島
市
史
編
案
姿
巨
会
　
一
九
人

一
］

祭
り
当
日
　
舞
台
の
背
後
に
大
〓
な
襖
扉
瓜

（鞭
ま
た
は
糟
士
を
お
い
た
も
の
）
が

立
て
ら
れ
　
坪
台
の
左
右
と
上
部
に
は
布
製
の
雑
が
張
ら
れ
る
　
格
児
三
持
空
奉
捕
の

前
に
官
司
に
よ
り
舞
台
の
お
祓
い
が
行
わ
れ
　
保
存
会
代
表
の
接
妙
　
路
ヤ
な
ど
の
紹

介
が
あ

っ
た
後
　
一
同
所
定
の
位
置
に
者
離
す
る
　
舞
台
の
正
面
中
央
に
シ
テ
が
正
座

し
　
左
辛

（告
席
か
ら
向
か
つ
て
右
手
）
に
大
鼓
二
４
　
小
設
〓
名
　
両
箱
持

一
ち

右
手

（向
か
っ
て
左
手
）
に
踏
子
三
打
　
精
子
ホ

一
る
が
隆
る

舞
台
中
央
に

一
を
望
　
〓
番
貿
　
三
寄
史
の
階
子
が
並
び
　
↓
番
望
か
面
術
を
拝
受

す
る
　
よ
い
で
小
餃
の
座
子
　
拍
子
末
と
シ
テ
の
語
に
合
わ
せ
て

一
番
受
が
日
の
九
の

一【
を
手
に
持
ち

「千
歳
の
外
」
を
舞
う
　
続
い
て
二
番
里
が
天
下
泰
平
を
顕
う

「命
の

鎌
」
を
第
う
　
こ
の
と
き
　
二
番
空
は
白
色
尉
の
商
ど
付
け
て
坪
う
　
よ
い
で
■
諸
費

が
黒
地
に
赤
丸
２
円
を
持
ち
　
拍
手
木
ど
小
既
に
合
わ
せ
て
　
清
気
に
滴
ち
た

，採
の

段
」
を
郷
う
　
続
く

「鈴
の
度
」
に
移
ち
合
門
に

一
番
蔓
ど
塩
い
ｍ
答

（
写
真
―
）
が
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交
わ
さ
れ
る
　
こ
の
ど
を
　
三
８
埋
は
黒
色
酎
”
面
を
付
，
　
一
番
費
は
鈴
を
持
つ

間
を
の
後
　
鈴
を
受
け
取
っ
た
三
希
史
は
鈴
の
度
を
あ
で
や
か
に
舛
つ
て
柿
い
く
く
る

［天
工
社
稚
坦
二
番
空
保
存
会
　
一
九
ｔ
Ａ
　
一
九
九
二
］
中小
松
昂
市
史
編
年
多
員
会

一
九
Ａ

一
］
［高
怖

”
口
　
一
九
九
Ａ
卑

紡
装

は
　
ン
テ
技
び

施
役
は
彼
付
〓
羽
機

で

あ
る

　

一
舌
隻
　
三
岳

聖

は
渋
青
色

の
布
地
に

催

の
模
様
を
織
り
込
ん

に
能
衣
装
に
三
極

の
冠

を
か
ふ
り

　

一
番
空

に

自
足
貸
　
〓
音
立
に
黒

足
袋
を
履
く
　
二
番
堂

は
飾

の
袴
姿

で
有
妃
装

を
履
く

［末
三
社
礼
児
〓
雅
空
保
行
会
　
一
九
七
八
　
一
九
九
二
］
中高
稿
　
西
凹
　
一

九
九
八
］

≡
れ
ら
の
衣
装
い
菅
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
　
末
求
は
そ

の
年
に
〓
辞
空
を
踏
ん
に
家
の
人
が
保
管
す
る
こ
Ｌ
に
な

っ
て
お
り
　
そ
れ
を
よ
年
度

の
時
手
に
そ
の
ｒ
ｉ
受
け
郁
ぐ
と
い
う
形
を
と

つ
て
い
る
　
大
蚊
　
小
弦
な
ど
の
鳴
物

は
保
存
全
の
人
が
燥
管
し
て
い
る

三
構
里
，
元
，
調
出

「翁
」
を
原
型
と
し
た
も
の
で
　
そ
の
前
章
も
語
前

「令
」
が

大
元
と
な

っ
て
い
る
　
称
ｍ

「翁
」
は
能
の
う
ち
て
も
症
ヽ
神
聖
な
ｍ
と
さ
れ
　
天
下

泰
平
　
日
土
安
薄
　
工
穀
聖
検
を
純

ク
す
る
儀
式
的
な
祝
〓
間
で
あ
る
　
金
の
前
市
Ｆｉ

意
味
不
明
ｔ
荷
所
が
多
く
　
洪
め
ら
れ
た
筋
立
て
ヽ
な
く
　
平
安
時
代
茉
剤
よ
り
鎌
含

時
代
に
か
け
て
杖
わ
れ
た
催
ヽ
楽
　
今
様
　
延
年
介
ど
の
罰
章
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い

四
　
伝
承
の
危
機
と
そ
の
対
応

こ

）
「
天
工
谷
の
要
能
」
と
し
て
の
稚
児
二
番
宴

か
つ
て
　
椛
児
二
詩
空
は
　
末
工
社
お
店
元
の
天
工
介
地
区
の
氏
子
の
み
が
泰
附
て

き
る
も
の
で
あ
り
　
他
地
区
の
氏
子
は
い
っ
≡
い
関
与
て
さ
な
か
っ
た
　
京
三
社
自
体

は
口
野
町
今
体
の
氏
１１１
で
あ
る
が
　
稚
児
二
審
空
は
天
工
不
地
区
が
特
様
的
に
伝
ま
し

て
き
た
芸
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

か
つ
て
は
大
〓
谷
地
区
の
中
で
ヽ
三
春
望
な
担
当
し
う
る
子
供

（三
～
工
歳
）
の
数

は
多
く
　
踏
子
を
希
望
し
て
も
な
か
な
い
役
が
回
つ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
　
こ
う
，

た
時
代
に
は

「略
子
の
不
足
≡
Ｌ
い
っ
た
今
日
見
る
よ
う
な
門
廠
付
ま
っ
た
く
生
し
て

い
な
か
っ
た
　
ま
た
　
第
り
の
市
れ
舞
台
で
社
児
〓
番
空
を
漬
じ
る
こ
と
は
天
工
浴
町

区
の
氏
子
の
諸
り
に
も
つ
々
が
つ
て
お
り
　
職
前
≡
で
は
　
そ
の
継
承
や
比
蚊
的
順
融

に
行
わ
れ
て
き
た
よ
，
で
あ
る

（
二
）
保
存
会
の
結
成
ど
稚
児
二
警
震
の
復
活

機
後
に
入
る
と
人
々
の
価
値
盤
は
大
営
く
変
化
し
　
奈
礼
や
民
裕
者
能
Ｌ
い
っ
た
伝

術
的
な
地
域
文
化
に
対
す
る
口
心
，
次
第
に
洋
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
　
　
う
し

た
社
会
状
況
の
中
　
天
三
社
碓
況
三
舌
望
の
活
動
は
　
岬
和
≡
０
年
か
ら
四
０
■
代
表

ま
で
停
滞
期

（【
実
上
の
，
断
状
は
）
に
あ
つ
た
■
う
で
あ
る
　
こ
の
ま
ま
行
け
ば
伝

示
が
述
他
え
て
し
≡
う
と
い
う
危
機
的
状
況
の
中
　
昭
和
四
０
■
代
末
　
天
王
谷
地
区

る
と
い
う

［
須
藤

て
は
　
本
和
末
に

写真1 天工在稚児二書受 (問害)

賞 ―

■| ウL‐
    ツ(
と 立
し
て 六
渦 t
り ヽ
た ,ヽ
フ(

天
三
社
稚
児
〓
を
受
の
詞
辞
に

つ
い
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の
有
志

（
か
つ
て
の
稚
児
二
番
空
の
経
験
者
　
指
導
者
）
の
中
か
ら
稚
児
三
番
空
を
復

活
し
よ
う
と
い
，
声
が
挙
が
る
よ
う
に
な
つ
た

稚
児
二
番
望
が
復
活
し
た
極
機
に
つ
い
て
は
　
湯
浅
芳
美
氏
が

『
社
会
教
育
』
三

一

芯
五
号
に
記
し
た

一
文
に
祥
し
い

［湯
浅
　
一
九
ｔ
六
　
日
〓
ヽ
四
四
］

湯
浅
氏
は
昭
和
四
人
年
　
市
史
揮
纂
の
作
業
の

一
養
と
し
て
三
番
里
の
嗣
査
を
迩
あ

て
い
く
”
で
　
田
野
町
天
王
谷
に
住
む
出
印
美
持
氏

（当
時
六
〓
歳
）
が
　
誰
細
に
稚

児
三
若
受
の
標
技
を
覚
え
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
　
出
開
氏
は
三
碁
望
　
＆
の
郷
　
千

歳
の
舞
な
ど
の
詢
輩
か
ら
嘩
子
に
〓
る
ま
で
　
す
本
て
を
明
れ
に
記
憶
し
て
お
り
　
こ

の
こ
と
を
機
に
　
稚
児
二
番
立
復
活
の
動
き
が
始
ま
っ
た
　
昭
和
五
０
年
に
天
工
谷
地

区
の
有
店
で
を
朽
化
し
た
境
内
の
外
台
を
改
築
し
た
こ
と
も
、
稚
児
二
番
聖
が
復
活
に

向
け
て
大
〓
く
前
進
す
る
き
っ
か
け
に
な
つ
た
　
同
時
に
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
に
向

け
て
の
資
料
韓
理
も
進
め
ら
れ
た
　
こ
う
し
た
経
線
の
中
で
　
出
開
美
浩
氏
　
市
内
公

聴
氏
　
篠
原
秀
離
氏
を
，
心
に
　
氏
子
の
協
力
の
も
と
　
昭
和
三
０
年
に
地
区
を
挙
げ

て
の
稚
児
三
審
里
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た

雅
児
〓
を
受
が
復
活
し
た
昭
和
五
０
午
は
　
長
期
に
世
る
中
断
期
間
が
あ
っ
た
た
め

適
鈴
期
の
略
子
が
い
て
ヽ
断
る
宗
も
多
く
　
路
子
の
人
選

（任
順
）
に
は
た
い
へ
ん
苦

労
し
た
よ
う
で
あ
る
が
　
係
ケ
会
や
氏
子
の
撫
意
に
よ
り
何
と
か
略
子
も
決
ま
り
　
復

活
第

一
回
日
の
稚
児
二
番
望
奉
組
の
様
子
は
　
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
も
大
き
く
最
り
上
げ

ら
れ
た
．

天
三
社
稚
児
こ
番
空
保
存
会
の
初
代
代
表
は
出
悌
美
指
氏

（故
人
）
で
　
昭
和
六
〇

年
ま
で
代
表
を
続
け
た
　
以
後
　
平
成
元
年
ま
で
は
天
〓
谷
の
竹
内
公
強
氏

（現
在
八

四
機
）

平
成
元
年
か
ら
現
在
に
〓
る
ま
で
は
天
工
谷
の
壊
非
義
葉
氏

（六
工
歳
）
が
代

表
を
務
あ
て
い
る
　
現
在
の
保
存
会
は
　
嫁
井
氏
を
中
心
に
　
副
代
表
の
谷
本
温
呼
氏

（ｉ
九
歳
）

会
計
の
佐
賀
満
氏

（六
人
歳
）

讐
記
の
古
谷
利
明
氏

（
五
人
歳
）

今
川

離
氏

（六

一
蔵
）
の
計
五
名
を
中
心
に
運
営
し
て
い
る
　
保
存
会
の
役
員
は
全
て
天
エ

谷
地
区
の
氏
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
　
保
存
会
の
主
な
活
動
は
統
児
二
番
受
の
後
継
者

の
育
成
　
確
児
三
喬
里
の
技
術
指
報
で
あ
る

保
存
会
の
活
動
は
　
近
年
天
〓
社
の
秋
緯
り
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
　
県
内
で
は
神
社
の
竣
工
式
　
小
継
出
港
ま
つ
り
や
阿
波
の
理
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
演
　
県
外
で
は
中
四
ロ
ブ

，
ツ
ク
民
俗
ま
能
大
会
に
出
演
す
る
な
ど
　
岩
実

に
出
演
の
機
会
セ
増
え
て
い
る

（表
「
）

こ
う
し
た
活
動
の
経
済
的
基
盤
は

末
三
社
の
神
社
構
代
会
や
天
〓
谷
地
区

日
野
町
橘
議
会
な
ど
か
ら
の
補
助
金
の

も
と
に
成
り
立
つ
て
い
る
。
県
外

〈
遠

征
す
る
時
に
は
市
や
県
か
ら
補
助
令
が

出
る
　
活
動
の
範
囲
が
広
が
る
ほ
ど

こ
う
し
た
経
費
の
問
題
は
重
要
な
も
の

に
な

っ
て
い
く
　
な
お
　
稚
児
二
番
空

復
活
当
初
は
天
〓
谷
地
区
の
氏
子
に
需

付
を
草

つ
た
り
　
三
器
望
を
略
ん
だ
家

に
会
員
に
な

っ
て
も
ら
い
費
用
を
調
達

し
て
い
た
こ
と
ヽ
あ
っ
た
と
い
，

束
〓
社
雑
児
二
番
曳
ほ
昭
和
五
０
年

一
二
月
二
三
日
に
小
松
島
市
指
定
郊
形

民
俗
文
化
所
　
昭
和
五
二
年
九
月
八
日

に
は
県
お
定
終
形
民
作
文
化
け
と
な
つ

た
　
復
活
後
わ
ず
か
二
年
で
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
ど
な
っ
た
甘
取
に
は
　
保
存
会

や
氏
子
の
算
力
が
あ
っ
た

末
工
社
雅
児
三
器
隻
の
伝
求
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
特
徴
的
な
こ
と
に
　
す
べ
て
が
日

基1 天二は稚現= 書質傑持争のた助
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駅
に
よ
る
伝
承
で
　
文
字
に
よ
る
記
録
は
一
切
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
　
先
述
し
た

よ
う
に
　
統
児
二
番
望
の
復
活
に
あ
た
つ
て
は
出
開
氏
の
明
稚
な
記
憶
が
頼
り
と
な
っ

た
が
　
こ
れ
は
伝
承
の
復
活
に
と
つ
て
言
わ
め
て
幸
遅
な
こ
と
で
あ
つ
た

複
活
後
　
伝
承
の
ス
タ
イ
ル
は
「
頭
伝
承
を
基
本
と
し
な
か
ら
ヽ
　
文
字
に
よ
る
記

録
に
も
査
営
を
置
く
よ
う
に
な
つ
た
　
嗣
革
は
す
べ
て
書
き
取
り
　
ま
態
に
つ
い
て
は

ビ
デ
オ
に
収
録
し
　
伝
承
が
な
場
に
な
る
よ
う
に
し
た
　
ま
た
保
存
会
で
は

「天
〓
社

稚
児
ｉ
番
里
奉
納
年
表
」
と
呼
ば
れ
る
記
録
用
紙
を
作
り
　
毒
細
年
　
略
■
　
酷
子
の

期
　
臨
役
　
奉
綿
場
所
な
ど
過
去
の
活
勁
記
態
を
克
明
に
記
し
て
い
る
　
写
真
も
戦
時

中
の
も
の
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
　
路
子
　
シ
テ
　
施
役
の
氏
４
入
り
で
ア
ル
本
ム
に

営
ち
ん
と
整
理
し
て
い
る
　
さ
ら
に
ｌｉ
保
存
会
メ
ン
パ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の

成
果
を

『
天
三
社
稚
児
二
番
受
関
係
資
料
』
に
ま
と
め
上
げ
た

（
三
）
少
子
化
と
踏
子
の
不
足

こ
の
よ
う
に
地
域
住
民
の
熱
意
に
よ
つ
て
復
活
を
毬
げ
た
雑
児
〓
藩
受
で
あ
る
ド

昭
和
■
０
年
代
頃
よ
り
　
そ
の
伝
承
に
と
つ
て
大
き
な
問
題
が
生
じ
て
き
た
　
そ
れ
は

少
子
化
に
ど
も
な
う

「階
手
」
候
補
者
の
不
足
と
い
う
状
況
で
あ
る

昭
和
六
〇
年
頂
≡
で
　
隣
子
に
な
れ
る
の
は
天
王
谷
地
区
に
住
む
二
～
五
歳
の
男
子

に
限
ら
れ
て
い
た

（戦
前
は
　
さ
ら
に
長
男
に
限
る
と
い
う
条
件
が
お
つ
た
）

以
前
は

子
供
の
数
も
多
く
　
略
子
の
選
出
に
困
る
こ
と
は
な
か
つ
た
が
　
昭
和
Ｉ
Ｏ
年
代
頃
よ

り
天
〓
谷
で
も
少
子
化
傾
向
が
著
し
く
な
り
　
従
来
の
よ
う
に
天
〓
浴
地
区
の
み
で
踏

子
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
つ
た
　
そ
こ
で
保
十
会
で
は
　
昭
和
六
０
年
頃
よ

り
他
の
氏
子
地
区
―
田
呼
町
茶
　
田
野
町
西
　
白
砂
　
勢
合
地
区
に
も
附
子
〈
の
参
加

を
呼
び
か
け
る
よ
，
に
な
っ
た
≡
】

（
四
）
「皆
で
文
え
る
」
芸
能

ヘ

こ
の
よ
，
に
　
従
来
　
天
〓
谷
地
区
の
子
供
に
限
つ
て
い
た
時
子
の
☆
格
を
　
氏
手

区
城
全
城

（
日
野
町
全
域
）
に
拡
大
し
た
こ
と
は
　
柿
児
二
番
望
の
伝
承
に
と

つ
て
非

常
に
大
き
な
意
味
を
持

つ
こ
ど
に
な

つ
た
　
時
子
の
済
構
を
出
野
町
全
域
に
放
げ
た
こ

と
に
よ
り
　
少
十
化
の
影
響
に
よ
る
踏
手
候
補
者
の
不
足
と
い
う
問
題
が
ク
リ
ア
で
き

た
だ
け
で
な
く
　
そ
れ
ま
で
は

「天
王
谷
地
区
の
稚
児
三
器
受
」
で
あ

っ
た
も
の
が

「日

野
町
の
稚
児
二
番
里
」
と
な
，
　
日
野
町
と
位
の
人
々
に

「自
分
た
ち
が
文
え
る
稚
児

二
番
堂
」
と
い
ラ
認
前
が
新
た
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る

保
存
会
で
は
　
社
児
三
奇
空
を
通
じ
て
氏
子
の
融
和
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
　
シ
テ
や
廠
役
は

（技
術
的
に
鮪
し
い
面
が
あ
り
）
現
在
も
天
王
谷
地
区

の
人
が
は
当
し
て
い
る
が
　
階
子
は
氏
子
区
城
全
域
か
ら
広
く
募
，
　
ま
た
　
時
子
の

親
も
大
鼓
　
小
数
な
ど
の
役

（こ
れ
ら
は
比
較
的
短
期
間
の
様
習
で
書
得
す
る
こ
と
が

■
能
で
あ
る
〕
で
実
際
に
三
器
受
に
参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
ｉ
ｉ

階
手
の

親
が
稚
児
二
番
空
に
参
加
す
る
こ
と
に
　
踏
子
自
身
の
安
心
感
に
も
つ
な
が
り
　
子
供

の
上
産
に
も
大
き
く
貢
絞
す
る
。
ま
た
　
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
　
伝
統

文
化
に
関
心
を
持
つ
て
ヽ
ら
う
言
っ
か
――
ど
も
な
る

保
存
会
で
は
　
結
婚
　
ほ
効
な
ど
に
よ
り
新
し
く
同
町
町
内
に
移
り
住
ん
で
き
た
人

に
ヽ

（略
予
適
締
期
の
子
供
が
い
る
場
合
）

稚
児
三
喬
受

へ
の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び

か
け
て
い
る
　
子
供

（さ
ら
に
は
そ
の
規
）
が
稚
児
三
悲
空
に
き
加
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
　
地
域
の
中
の
人
の
つ
と
が
り
が
で
き
　
ま
た
地
域
の
人
門
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

イ
テ
イ
も
生
ま
れ
　
そ
れ
が
地
域
に
溶
け
込
む
大
を
な
き
つ
か
け
に
な
る
Ｌ
い
，

こ
の
よ
う
な
保
存
会
の
活
動
の
中
で
　
稚
児
二
番
空
を
地
城
の
皆
で
東
え
る
と
い
う

意
碑
が
よ
第
に
藤
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
の
で
あ
る

17 1



五
　
お
わ
り
に

日
本
の
伝
髄
的
な
民
俗
行
事
は
　
戦
後
　
と
り
わ
け
昭
和
三
０
年
代
の
高
度
経
済
成

長
期
以
降
　
大
き
く
衰
退
し
て
い
つ
た
　
さ
ら
に
近
年
の
少
子
化
　
高
締
化
と
い
っ
た

現
像
は
奈
り
の
維
持
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
　
天
〓
社
の
稚
児
二
番
里
め
場
合

も
同
様
な
危
機
的
状
況
に
遭
遺
す
る
こ
と
に
な
つ
た
わ
け
だ
が
　
そ
れ
を
率
り
切
る
こ

と
が
で
き
た
要
歯
は
ど
こ
に
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
か

一
点
目
は
　
地
域
住
民
め
伝
続
文
化
の
縦
承
に
力
す
る
熱
音
で
あ
る
　
昭
和
五
０
年

に
は
束
工
浴
地
区
の
有
志
の
努
力
に
よ
り
保
存
含
が
結
成
さ
れ
　
雅
児
二
番
質
ど
後
世

に
伝
承
す
る
基
本
的
な
体
制
が
整

っ
た
　
さ
ら
に
昭
和
五
０
年

（市
）

五
三
年

（県
）

の
文
化
財
指
定
は
　
地
域
文
化
の

「価
値
」
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
も
つ
な
か
り
　
伝

承
の
機
遷
ど
高
め
る
こ
と
に
も
な

っ
た

こ
点
日
は
　
社
会
状
況
に
応
じ
た
乗
欧
な
対
応
で
あ
る
　
特
に
昭
和
五
０
年
代
以
降

の
少
子
化
の
抗
れ
は
酷
子
の
不
足
を
生
じ
　
稚
児
三
喬
聖
の
維
持
に
と
つ
て
大
き
な
危

機
と
な
つ
た
が
　
こ
れ
に
対
し
て
は
貼
子
候
補
者
の
絶
ｍ
拡
大
と
い
う
方
策
を
も

っ
て

対
応
し
　
煉
事
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
　
踏
手
候
補
者
を
天
王
谷
地
区
か
ら
氏
手
区

な
全
体

〈
と

「開
か
れ
た
ヽ
の
」
に
す
る
こ
Ｌ
に
よ
り
　
稚
児
三
言
曳
の
伝
承
か
客
拐

に
な
つ
た
ば
か
り
か
　
地
域
て
稚
児
三
器
受
を
支
え
て
い
と
う
と
い
う
機
運
が
さ
ら
に

高
ま
る
と
い
う
結
果
も
も
た
ら
し
た

稚
児
三
器
実
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
ク
に
　
今
後
　
民
俗
芸
能
の
継
承
が
う
ま
く
い

く
か
ど
う
か
い
　
「文
化
を
地
域
で
支
え
る
」
と
い
う
体
制
を

（形
式
面
　
意
識
南
の
両

面
で
）
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か

［謝
辞
］
　
今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
　
壕
井
義
美
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
　
天
エ

社
稚
児
三
希
里
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
た
い
（
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
　
ま
た
竹
内
公

聴
民
か
ら
は
か
つ
て
の
稚
児
三
番
受
の
姿
に
関
す
る
貴
重
を
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
　
こ
こ
に
記
し
て
耐
意
を
表
し
ま
え

注
（１
）
稚
児
三
番
空
を
閣
む
役
者
の
こ
と
を
略
子
と
言
う
　
三
番
里
は

、舞
う
」
ヽ
め

で
は
な
く

「踏
む
」
も
の
な
の
で
　
路
子
と
い
う
名
称
が
付
い
て
い
る

（
２
）
天
王
社
稚
児
三
番
聖
保
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